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発出 省庁 法律やガイドライン・通知等の名称

2002 法務省
文科省 人権教育・啓発に関する基本計画

2003 法務省 性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律

2008 文科省 人権教育の指導方法等の在り方について［第三次取りまとめ］

2009 法務省 啓発活動年間強調事項

2010 文科省 児童生徒が抱える問題に対しての教育相談の徹底について

2010 内閣府 子ども・若者育成支援推進本部

2012 内閣府 自殺総合対策大綱改正

2013 文科省 学校における性同一性障害に係る対応に関する状況調査

2015 文科省 性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等について

2015 内閣府 第4次男女共同参画基本計画

2016 文科省 性同一性障害や性的指向・性自認に係る、児童生徒に対するきめ細かな対応等の実施について（教職員向け）

201６ 厚労省 改正男女雇用機会均等法

2017 文科省 いじめ防止対策推進法「いじめの防止等のための基本的な方針」改正

2017 法務省 刑法改正 性暴力の被害者の性別

2017 厚労省 児童養護施設等におけるいわゆる「性的マイノリティ」の子どもに対するきめ細やかな対応の実施等について

2022 文科省 「生徒指導提要」改正 「性的マイノリティ」について初めて記載

2023 内閣府 性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律

2025 法務省
文科省 人権教育・啓発に関する基本計画（第二次）

2026 内閣府 性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する基本的な計画

関連するこれまでの国の主な動き
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有効回答数 21,634人（全国36自治体の教員） 調査実施期間：2019年10月～2020年3月

教員の学びの現状と文科省通知等の浸透度合い

「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等について」
（2015年4月）を読んだことがある

「性同一性障害や性的指向・性自認に係る、児童生徒に対するきめ細かな対
応等の実施について（教職員向け）」（2016年4月）を読んだことがある

「いじめの防止等のための基本的な方針」（2017年改定）を読んだことがある
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①いじめ・不登校・自傷行為・自殺未遂等既に学校が直面している課題の
背景要因に性的指向とジェンダーアイデンティティの関与の有無を検証

②教員研修の実施（教員間の理解と意思統一・合意形成をなるべく早くに）
特定教科の役割ではなく、学校全体で取り組む人権教育であるという共通認識を。

③理解増進のための授業・啓発の実施
児童生徒からの突発的な 不規則発言があったら絶対に放置しない。

④先生がポジティブに発言する（多様性について）

⑤図書の配架（図書室、保健室、生徒指導室、校長室など複数箇所）

⑥啓発ポスターの掲示（高校・中学保健ニュース、市民向け用の活用等）

⑦学校だより・学級通信等で取り上げ、保護者や地域と連携する

＊性別表記（ジェンダーアイデンティティ）にだけ特化した取組にならないように留意する

性的指向やジェンダーアイデンティティの多様性の
理解増進のために学校で実施可能な取り組み（例）

Yasuharu Hidaka, PhD 5



LGBTQの子を持つ親の心情やニーズに関するアンケート
調査期間：2021年3月11日～6月30日 総回収数211件、有効回答数130件（有効回収率61.6％）

日高庸晴（宝塚大学看護学部教授）が認定NPO 法人グッド・エイジング・エールズ（プライドハウス東京・ 事務局）からの委託研究として実施。
6



32.9 

34.2 

34.6 

0.0 

42.6 

40.9 

44.4 

71.4 

48.4 

23.1 

27.6 

20.0 

0 20 40 60 80 100

29.5 

33.9 

40.5 

31.3 

35.2 

32.6 

45.1 

33.3 

28.5 

23.2 

25.7 

31.9 

0 20 40 60 80 100

27.5 

31.0 

38.5 

38.1 

34.1 

37.7 

36.5 

33.3 

33.0 

19.8 

24.2 

38.9 

0 20 40 60 80 100

18.1 

23.8 

19.2 

28.6 

18.8 

30.2 

38.9 

19.2 

31.8 

17.2 

16.5 

15.9 

0 20 40 60 80 100

15.3 

16.9 

0.0 

28.6 

8.3 

23.8 

27.3 

22.6 

42.9 

14.9 

14.7 

10.0 

0 20 40 60 80 100

24.2 

30.4 

36.1 

30.8 

33.0 

32.8 

40.2 

30.0 

32.6 

19.5 

20.5 

30.1 

0 20 40 60 80 100

小・中・高校で特に用事がないのに、保健室へ行ったこと

特に用事がないのに、保健室へ行ったこと

562 

6,013 

972 

316 

130 

199 

293 

412 

78 

277 

1,197 

10,449 

n

10 代 20 代 30 代 40 代 50代以上 全体

(%)(%) (%) (%)(%) (%)

ある

女 性

男 性

男 性

女 性

MTF

FTM

男 性

女 性

男 性

女 性

L

G

B

T

ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー

全 体

そ の 他

X

2022年調査 Yasuharu Hidaka, PhD 7



100 

100 

100 

100 

95.8 

97.6 

99.4 

98.8 

98.8 

90.4 

79.5 

64.5 

56.0 

56.6 

31.3 

39.8 

32.5 

22.3 

0 20 40 60 80 100

98.3 

96.1 

98.9 

99.0 

93.5 

95.2 

98.5 

96.9 

95.1 

82.9 

73.2 

48.6 

40.5 

34.0 

24.8 

24.4 

17.8 

14.4 

0 20 40 60 80 100

89.9 

77.5 

95.5 

97.8 

80.9 

79.8 

94.4 

83.1 

82.0 

57.3 

40.4 

19.1 

10.1 

10.1 

15.7 

12.4 

3.4 

11.2 

0 20 40 60 80 100

98.6 

96.6 

99.0 

99.0 

93.9 

95.7 

98.6 

97.3 

95.4 

83.4 

74.2 

48.6 

40.6 

33.1 

24.6 

23.7 

17.2 

13.9 

0 20 40 60 80 100

全 体

全てで学んだ

出身
養成機関

独 学
現職での
研修

いずれでも
学んだことがない

出身
養成機関

独 学
現職での
研修

いずれかで学んだ

出身
養成機関

独 学
現職での
研修

次の用語を知っていますか？問8

Yasuharu Hidaka, PhD 

(%)

知っている

「同性愛」と「性別違和/トランスジェンダー」について

1 LGBTQ

2 セクシュアルマイノリティ

3 ゲイ

4 レズビアン

5 ホモセクシュアル
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養護教諭のLGBTQ＋への意識や 対応経験等に関する調査 9自治体の養護教諭2,172件（有効回収率47.7％）
Survey on the Awareness and Response Experiences of School Nurses Regarding LGBTQ+ Issues 
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養護教諭のLGBTQ＋への意識や 対応経験等に関する調査 9自治体の養護教諭2,172件（有効回収率47.7％）
Survey on the Awareness and Response Experiences of School Nurses Regarding LGBTQ+ Issues 
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情報共有をした方にお尋ねします。組織内の誰と情報共有しましたか？問11-1
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周囲との違いに気づいた年齢： 性的指向よりジェンダーアイデンティティの気付きが平均年齢で早い傾向に
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ニーズがあったことが明らかに。とりわけトランスジェンダーに高率な傾向。
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あなたはSNS等でLGBTQ+についての差別的な発言を見聞きしたことがありますか。

13



学校生活（小・中・高）におけるいじめ被害経験：

レズビアン女性
（372人）

ゲイ男性
（9,849人）

バイセクシュアル男性
（1,585人）

バイセクシュアル女性
（219人）

M T F
（178人）

F T M
（98人）

M T X
（1,161人）

その他
（1,270人）

F T X
（332人）

合 計
（15,064人）

Yasuharu Hidaka, PhD

これまでの学校生活（小・中・高）で、いじめられたことがありますか？

MTF、ゲイ、Xジェンダーに高率
男らしさ規範等が影響しているのでは
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いじめ被害の内訳（2016年調査）と性暴力被害（2019年調査）：

レズビアン女性
（178人）

ゲイ男性
（5,763人）

バイセクシュアル男性
（844人）

バイセクシュアル女性
（120人）

M T F
（121人）

F T M
（57人）

M T X
（729人）

その他
（772人）

F T X
（180人）

合 計
（8,764人）

Yasuharu Hidaka, PhD

LGBTQにおける性暴力経験割合

全 体 38.1 

46.1 

45.0 
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57.0 

47.3 

31.9 

52.2 

32.3 

0 20 40 60 80 100

(%)経験したことがある

G

L

B 男 性

B 女 性

MTF

FTM

MTX

FTX

度数
（合計）

5,713

648

960

370

121

183

599

718

1,457

10,769

2019年調査 

その他

（日高庸晴 調べ）

2016年調査
2019年調査
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日高 庸晴（2024） LGBTQ+の健康レポート誰にとっても心地よい医療を実装するために, 医学書院
2019年調査 16



日高 庸晴（2024） LGBTQ+の健康レポート誰にとっても心地よい医療を実装するために, 医学書院
2019年調査 17



異性愛ではない（ゲイ・バイセクシュアル男性）の自殺
未遂リスクは
異性愛男性に比較して5.98倍高い 

都会の若者の自殺未遂経験割合とその関連要因に関する研究
－大阪の繁華街での街頭調査の結果から―, 
https://health-issue.jp/suicide/

ゲイ・バイセクシュアル男性の自殺未遂とその関連要因ー国内２つの研究

性的指向を周囲にカミングアウトしている人数
が多いほど自殺未遂リスクが高く、
6人以上にカミングアウトしていると
自殺未遂リスクは3.2倍高まる

Hidaka Y & Operario D (2006) Attempted suicide, psychological health and exposure to 
harassment among Japanese homosexual, bisexual or other men questioning their
sexual orientation recruited via the internet. 
Journal of Epidemiology and Community Heath 60: 962-967 

Hidaka Y, et al  (2008)  Attempted suicide and associated risk factors among youth

in urban Japan. Social Psychiatry and Psychiatric Epidemiology 43,: 752–757
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30代

39.7 
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10.9 
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26.4 
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40代

20.0 

21.6 

18.1 

11.1 

52.6 
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36.7 

20.0 

19.2 

22.7 
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50歳以上

34.9 
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14.4 
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全体

L
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G
（5,713人）

B男性
（960人）

B女性
（370人）

M T F
（121人）

F T M
（183人）

MTX
（599人）

その他
（1,457人）

FTX
（718人）

合 計
（10,769人）

性的指向やジェンダーアイデンティティのアウティング被害経験
（アウティング＝言いふらす、暴露する）

2019年調査 Yasuharu Hidaka, PhD 19
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